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○島田市訪問看護事業に関する条例 

平成17年５月５日 

条例第97号 

（目的） 

第１条 この条例は、疾病、負傷等により居宅において継続して療養を受ける状態に

ある者に対して訪問看護を実施することにより、その者がより安定した療養生活を

送れるように支援し、もって本市の在宅医療の推進に寄与することを目的とする。 

（平19条例32・平27条例42・一部改正） 

（定義） 

第２条 この条例において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるとこ

ろによる。 

(1) 高齢者訪問看護事業 高齢者の医療の確保に関する法律（昭和57年法律第80号）

第78条第１項の訪問看護を行う事業をいう。 

(2) 訪問看護事業 健康保険法（大正11年法律第70号）第88条第１項の訪問看護を

行う事業をいう。 

(3) 介護保険訪問看護事業 介護保険法（平成９年法律第123号）第８条第４項の訪

問看護又は同法第８条の２第３項の介護予防訪問看護を行う事業をいう。 

（平18条例20・平19条例32・平27条例22・一部改正） 

（訪問看護ステーション） 

第３条 次に掲げる事業を行うため、島田市訪問看護ステーションを島田市中河町283

番地の１に置く。 

(1) 高齢者訪問看護事業 

(2) 訪問看護事業 

(3) 介護保険訪問看護事業 

(4) 前３号に掲げる事業のほか、市長が必要と認める事業 

（平19条例32・平27条例42・令５条例42・一部改正） 

（利用料） 

第４条 前条各号に掲げる事業に係る利用料は、次に掲げるとおりとする。 

(1) 基本利用料 

ア 高齢者訪問看護事業の訪問看護を受けようとする者の利用料 高齢者の医療
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の確保に関する法律第78条第４項に規定する厚生労働大臣が定める基準により

算定した費用の額から訪問看護療養費として支給される額に相当する額を控除

した額 

イ 訪問看護事業の訪問看護を受けようとする者の利用料 健康保険法第88条第

８項に規定する厚生労働大臣が定めるところにより算定した費用の額から、訪

問看護療養費又は家族訪問看護療養費として支給される額に相当する額を控除

した額 

ウ 介護保険訪問看護事業の訪問看護を受けようとする者の利用料 介護保険法

第41条第４項第１号に規定する厚生労働大臣が定める基準により算定した費用

の額から居宅介護サービス費として支給される額に相当する額を控除した額 

エ 介護保険訪問看護事業の介護予防訪問看護を受けようとする者の利用料 介

護保険法第53条第２項第１号に規定する厚生労働大臣が定める基準により算定

した費用の額から介護予防サービス費として支給される額に相当する額を控除

した額 

(2) その他の利用料 別表で定める額 

２ 市長は、前項の規定によるもののほか、利用料の額を定める必要があると認める

ものについては、厚生労働大臣が定める算定方法により得た額又は実費を基準とし

て別に定める。 

（平18条例20・平19条例32・平27条例42・一部改正） 

（利用料の徴収） 

第５条 利用料の納入期限は、訪問看護を受けた日の翌月末日とする。 

（利用料の減額又は免除） 

第６条 市長は、公益上その他特に必要があると認めるときは、利用料を減額し、又

は免除することができる。 

（平27条例42・追加） 

（委任） 

第７条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

（平27条例42・旧第６条繰下） 

附 則 

（施行期日） 
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１ この条例は、平成17年５月５日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日の前日までに、合併前の島田市訪問看護事業に関する条例（平

成９年島田市条例第19号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この

条例の相当規定によりなされたものとみなす。 

附 則（平成18年３月30日条例第20号） 

この条例は、平成18年４月１日から施行する。 

附 則（平成19年12月21日条例第32号） 

（施行期日） 

１ この条例は、平成20年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この条例の施行の日前に行われた老人訪問看護事業の老人訪問看護に係る利用料

の額については、なお従前の例による。 

附 則（平成27年３月31日条例第22号） 

この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年12月25日条例第42号） 

（施行期日） 

１ この条例は、公布の日から起算して６月を超えない範囲内において規則で定める

日から施行する。ただし、第４条第１号ウ及びエの改正規定は、公布の日から施行

する。 

（平成28年規則第２号で平成28年４月１日から施行） 

（適用区分） 

２ この条例による改正後の第４条の規定（同条第１項第１号ウ及びエの規定を除

く。）はこの条例の施行の日、同条第１項第１号ウ及びエの規定は平成27年８月１

日以後に行われた事業に係る利用料から適用する。 

附 則（令和５年12月26日条例第42号） 

この条例は、令和６年１月１日から施行する。 

別表（第４条関係） 

（平27条例42・全改） 

項目 区分 金額 
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保険適用外事業

利用料 

利用時間が30分未満であ

るとき。 

利用が日中（午前8時から

午後6時までの間をいう。

以下同じ。）に開始され

たとき。 

4,320円

利用が早朝（午前6時から

午前8時までの間をいう。

以下同じ。）又は夜間（午

後6時から午後10時まで

の間をいう。以下同じ。）

に開始されたとき。 

5,400円

利用が深夜（午後10時か

ら翌日の午前6時までの

間をいう。以下同じ。）

に開始されたとき。 

6,480円

利用時間が30分以上1時

間未満であるとき。 

利用が日中に開始された

とき。 

8,640円

利用が早朝又は夜間に開

始されたとき。 

10,800円

利用が深夜に開始された

とき。 

12,960円

利用時間が1時間以上で

あるとき。 

利用が日中に開始された

とき。 

11,880円に利用時

間が30分増すごと

に 3,240円を加え

た額 

利用が早朝又は夜間に開

始されたとき。 

14,040円に利用時

間が30分増すごと

に 3,240円を加え

た額 

利用が深夜に開始された

とき。 

16,200円に利用時

間が30分増すごと
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に 3,240円を加え

た額 

支給限度額超過

利用料 

  第4条第1項第1号

ウに規定する費用

の額又は同号エに

規定する費用の額

に相当する額 

死後処置料   10,800円

取消料 利用する日の前日の午後5時までに取消しの申出

があったとき。 

無料 

利用する日の当日に取消しの申出があったとき

（規則で定める場合を除く。）。 

当該事業を利用し

たとした場合に納

入することとなる

利用料の額 

交通費 利用者の居宅等が市内にあるとき。 無料 

利用者の居宅等が市外にあり、島田市訪問看護ス

テーションから当該居宅等までの距離が10キロメ

ートル未満であるとき。 

432円

利用者の居宅等が市外にあり、島田市訪問看護ス

テーションから当該居宅等までの距離が10キロメ

ートル以上のとき。 

648円に5キロメー

ト ル 増 す ご と に

216円を加えた額 

衛生材料   実費相当額 

 


